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●  いい映画をこのまちで　このまちのひとと　＜ここ deシネマ＞
　　　　　　　　　　　　

中学生以下・障がい者の付添いの方 無料

　　開場　PM1：30　
上映開始 PM2：00

　　　
　　　　　　　

８月１１日
相模女子大学グリーンホール
多目的ホール会

場
相模原市南区 相模大野 4-4-1
相模大野駅下車　伊勢丹となり

２０１６年
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（木・祝）
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アフター ・ トークあり！

２０１５年製作　上映時間１３０分
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【保養活動とは】
放射能汚染地域からできるだけ汚染の少ない地域へ転
地することで、心身ともにリフレッシュする機会を提
供しようとする活動のこと。チェルノブイリの子ども
たちの保養体験の成果が知られており、福島の原発事
故後、藤野ではいちはやく保養活動が始まっている。

今、日本に住む我々が学ぶべきは、姿なき絶望よりも、
曇りない子どもの心が描く未来の姿だと私は思っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督：倉田　健次

相模原・藤野の豊かな自然のなかでのオールロケ。
「保養活動」での実話をもとに倉田健次監督が脚本を書き下ろしました。
出演するのは「ふじのキッズシアター」の子どもたち。
撮影を愛情あふれるケータリングで支えたお母さんたち。

わたしたちのまちで生まれた映画だから
　  わたしたちが字幕と音声ガイドに取り組みました。
　　     　わたしたちの映画として大切にしたいから。

さ
が
み
は
ら
・
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わたしたちのまちで　いっしょに
映画を観て、語り合う

それが、このまちの優しさを
つくりだしてくれるー

コミュニティ・シアター＜ここ deシネマ＞

※〈ここdeシネマ〉開催事業は、さがみはら市民協働ファンド・ゆめの芽の助成を受けています。

〒252-0236　相模原市中央区富士見1丁目3番41号
TEL 042-769-9248　FAX 042-751-2036　

メール　kankyo@eic-sagamihara.jp

〒252-0303　相模原市南区相模大野9丁目6番18号
TEL 042-745-0676　FAX 042-742-0447　

メール　info@cocozutto.jp

ＮＰＯ法人 ここずっと

「あなたが取り戻したいことは何ですか？」
いのちの出会いと別れを繰り返し、少年少女はひと夏を懸命に駆け抜ける。

お問合せとチケット購入はこちらへ

障がいの有無は、映画鑑賞の妨げではありません。むしろ、いろ
いろな方とともに鑑賞することで共感も感動も深まります。
〈ここ de シネマ〉では、出来る限り聴覚の不自由な方のための字
幕付き、視覚の不自由な方のための音声ガイド付きで上映したい
と考えています。しかし、字幕・音声ガイドの付与は、金銭的に
も時間的にも簡単とは言えません。だったら、自分たちでノウハ
ウを学び、制作してみようと考えました。このまちで生まれた映
画をより多くの方に鑑賞してもらう助けにもなるはず。
そして 5 月末より 2 回の「字幕・音声ガイド制作講座」を開催。

制作のためのソフト「おこ助」を使ってチャレンジしました。
もちろん、監督さんや映画製作陣のご理解と援助
があってこその実現です。また、当事者
の方に意見をいただくためのモニ
ター試写会も行ないました。
市民のために、市民の手で字幕・
音声ガイドを制作して、ノウハウを
拡げ、より多くの方とともに、このまち
の共感を育んでいけたら幸いです。

だれとでも楽しめる
バリアフリー上映で

イヤホン付き FM ラジオをお持ちください。
ラジオの貸出しもいたします。

（先着 20 台まで）

次回
ここdeシネマ
第５回は

１１月１９日(土）
PM７:００上映
　お楽しみに！


